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　イラン・イスラム国（以下イラ
ン）は言うまでもなく、世界有数の
産油・天然ガス大国であり豊富な
地下資源を有しているが、長年に
わたる経済制裁の影響で石油・ガ
ス関連産業は低迷を続けていた。
2016年１月の経済制裁解除で増産
を開始し国際石油・ガス市場への
本格的な復帰を目指している。今
回は16年11月、来日中の同国、
ハミッド・チットチアン・エネル
ギー大臣と単独でインタビューの
機会を得たので、今後のイランの
エネルギー政策およびエネルギー
省の所管である水資源問題につい
て聞いた。

1．経済成長を目指すイラン

　経済制裁解除を受け、同国のア
リー・タイエブニア経済財務相は
「2016年は８％の経済成長を目指
す」と宣言し、エネルギー（石油、
ガス、再生エネルギー）、鉱業、イ
ンフラ整備（道路、鉄道、橋梁、
港湾、空港など）、輸送（自動車、
鉄道車両、公共交通）、環境（水、
大気、土壌）などのプロジェクト
分野の開拓に外資を導入すると発
表し、ハッサン・ローハニ大統領
とともに「第６次５ヵ年計画」遂
行のため、関係する各国との外交
や世界を代表する企業群と積極的
に交渉を繰り広げている。

　イラン市場は最後のフロンティ
ア市場とみられ、7800万人の国内
市場のほか、地政学的にもアジア、
アフリカ、中東、欧州へのハブに
位置するために世界各国がイラン
市場獲得にしのぎを削っている。
　今のところ、自動車やハイエン
ド製品（半導体、医薬品、メディ
カル機器など）分野ではドイツが
一歩リードしている。また同国の
輸出入額とも第一位の中国は、イ
ラン在住中国人約２万人を核に、
あらゆる分野でのビジネス機会を
狙っている。

2．イランの石油・ガス確認埋
蔵量と生産性

　原油の確認埋蔵量は1570億バレ
ル（2014年１月現在）であり、ベ
ネズエラ、サウジアラビア、カナダ
に次いで世界第４位である。これ
は世界の総原油埋蔵量の約10％に
当たり、石油輸出国機構（OPEC）
加盟国の合計埋蔵量の約13％を占
める。また天然ガスの確認埋蔵量
は33兆7600億m3であり世界第２
位である。
◦現状の課題
　同国はイラン革命（1979年）、イ
ラン・イラク戦争（80～88年）、
米国を主体とする経済制裁（79～
2016年）と長きにわたる“困難”を
自前の技術開発の努力により克服

してきた。しかし石油業界のグロー
バル標準からみると、その技術は
旧式で陳腐化し、低効率であると
評されている。つまり豊富なエネ
ルギー資源を保有しながら、低い
生産性に甘んじている。外貨獲得
の手段として液化天然ガス（LNG）
基地の建設計画もあるが進展して
いない。
◦�エネルギー大臣の発言…エネル
ギーについて
　石油・ガスの採掘は石油大臣の
所管であるがエネルギーと密接な
関係があるので、特にエネルギー
源となる石油精製能力の増強と天
然ガスの需要促進（ガス・パイプ
ラインの活用）に注力している。
例えばイスファハン製油所とバン
ダルアッパース製油所のガソリン
製造能力増強などがある。エネル
ギー省の最大の課題は電力供給量
の強化と需要管理（デマンドマ
ネージメント）である。老朽化し
た発電設備の更新や効率化のため
に最新の技術を導入する必要があ
る。また国家として2030年までに
再生可能エネルギー（ソーラー、
風力、水力、バイオマス、地熱な
ど）を7500万MWに増強する。加
えて地域分散型・発電設備（天然
ガスの活用）も計画している。こ
れらを実現するために海外からの
資本や技術導入を積極的に受け入
れたい。日本には優れた技術・製
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品があるので前向きに参画して欲
しいと語った。
◦イランの水問題
　同国の水資源の総量や地下水の
問題を含め、水危機となっている
要因を簡単にまとめると以下のと
おりである。
①�急激な人口増加による水需要の
増大　1950年の1700万人が2010
年に7900万人と4.6倍になった。
②�気候変動（地球温暖化）による
水の蒸散の増加、蒸散量は18％
増加している。
③�地下水使用量の増大　手動汲み
上げ式ポンプから電動水中ポン
プの使用で3.4倍の水使用増大
④�同国最大河川ザーヤンデ川の断
流、水量の低下、汚染水の流
入、塩水化が進行している。こ
のザーヤンデ川はザグロス山脈
を水源とし、イスファハン州を
南北に分けながら横断し、ガブ
フーニー湖に入り最後は砂漠へ
と消える全長420kmの内陸河川
である。
⑤�老朽化した水インフラで漏水が
多発
　筆者は2015年11月、UNESCO
（国際連合教育科学文化機関）－
イラン政府共催の水ワークショッ
プ（テヘランで開催）で講演した

が、水関係者の中で一致した話題
は「地球温暖化の影響でカスピ海と
テヘランとの間のアルボルズ山脈
（東西約千km、最高峰は5670m）
の積雪が激減」しており、今後積
雪による雪解け水が期待できない
ことであった。
◦上下水道普及率
　UNICEFやWHOの調査では、
都市部の水道普及率は96％（2011
年）であるが、英国のGWI社の調
査では全国の水道普及率は20.6％、
下水道は22.8％（2012年）という
数字が示されているが公式の発表
はない。
◦�同国第６次５ヵ年計画（2016
年～2021年）……水分野予算

　水不足解消のために水を管轄す
るエネルギー省への予算措置は今
後、約76兆リアル（約2400億円）
が海水淡水化による造水、排水再
利用、水資源保護に使われる見通
しである。
◦日本の支援
　2014年５月、日本政府はオル
ミエ湖（中東最大の塩水湖、流域
には640万人居住）再生のために
UNDPを通じた支援を行ってい
る。①オルミエ湖の統合水資源管
理プロジェクトの実施、②長期専
門家派遣によるオルミエ湖の水政

策分野への助言、③節水型農業の
開発・普及、④水に関するワーク
ショップやセミナーの提供などで
ある。
◦�エネルギー大臣の発言…水問題
解決
　イラン国内はセミドライ、いわ
ば干ばつに直面している。まずは
水資源の確保であり、特に水資源
の90％を使用する農業の灌漑マ
ネージメントが急がれている。節
水農業（ドリップ方式など）や温
室栽培に力を入れたい。流域の水
マネージメント（ザーヤンデ川な
ど）や地下水の管理（カナートの
整備、地下水位のモニタリング）、
工業・産業用水の再利用促進も重
要な課題である。海水淡水化の新
設、都市問題では安全な飲料水の
確保、節水機器の普及に力を入れ
る。また違法な農業井戸が沢山あ
るので、ライセンスを厳しく制限
する方向である。日本には世界に
誇れる水管理・水処理技術がある
と聞いているので積極的にイラン
市場に参入して欲しい。日本とイ
ランとはペルシア時代から長い付
き合いがある。具体的には双方で
ワークショップの開催、政府と民
間が手を携えてテヘランに来るこ
とを期待していると語った。
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